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はじめに 

近年、地球温暖化による被害が多く見られます。そこ

で私たちは、地球温暖化が植生に与える影響に興味を持

ちました。自然環境の一部であり、光合成により地球温

暖化の被害削減も考えられる植物は今回の問題において

重要な存在です。 

 

研究等の方法 

まず、私たちは、研究を進めていくうえでデータの収

集をしようと考えました。今回、私たちが使用したデー

タは netCDF の形式です。データの解凍に使用するプロ

グラミング言語には Python を選択しました。まず、各々

の Surface に Python をダウンロードしました。そして、

動画やサイト、教授のアドバイスを活用し、プログラム

を実行しました。また、Python で緯度と経度の情報に関

するプログラミングを作り、指定した範囲内のみのデー

タを処理できるようにしました。 

 次に、気温のデータと日照時間のデータを気象庁から

引用しました。白神山地は、人の手があまり入らない天

然林で、より正確な値が出るため、研究に用いました。 

 私たちが作ったプログラミングと、気象庁のデータを

用いて、気温の変化と日照時間の変化を比較するため、

Excel を使って折れ線グラフを作りました。 

 

結果・考察など 

まず、私たちが植生を調べるにあたって使用した、

『植生指数』について説明します。植生指数とは、植生

の活性化度を表したデータです。植物が、光合成の際に

赤い光を吸収する性質を利用したものであり、人工衛星

が観測したその吸収度合を数値化したものです。つま

り、植生指数が高いと植生の生育の活性度が高いことに

なります。今回は、NOAA の HP からデータを得ました。 

 続いて研究結果と考察です。最初に、図１から植生指

数が年々上がっていっているのが分かります。次に、青

森県の白神山地付近の八森の気象庁から引用したデータ

から原因を調査しました。それが図２と図３です。気象

庁からは、特に植物の発育に関係すると考えられる『気

温』と『日照時間』の１９９５年から２０２３年の２８

年分のデータを引用しました。図２と図３をご覧くださ

い。気温にあまり大きな差は見られません。一方で、日

照時間には右上がりの変化が見られます。このように、

植生指数が上がっているのに対し、気温の変化は見られ

ないが、日照時間は大きく上昇しています。したがっ

て、植生指数の変化には、気温の変化よりも日照時間の

変化の方が密接に関係していると考察しました。 

 これらのことから、次の結論に至りました。地球温暖

化いて考える際、気温に重きを置かれがちです。しか

し、実際に植生とより強い関わりを持つのは、日照時間

です。 

 最後に展望です。１学年の探究活動では気温と日照時

間、そして植生指数の変化を比べることで地球温暖化に

よる気温上昇と植生の関係、植生に強く関わるものの２

つを調べることができました。２学年の探究活動では、

なぜ日照時間が増えたのか、また今回結果をどう人々の

生活に活かすかを考えていきたいです。 

 

図 1 1995 年から 2023 年の植生指数の変化 

 縦軸は植生指数、横軸は年を表す。 

 

 図２ 1995 年から 2023 年の月平均気温の変化 

 縦軸は気温、横軸は年を表す。 

 

 図３ 1995 年から 2023 年の月合計日照時間の変化 

 縦軸は日照時間、横軸は年を表す。 

 

おわりに 

 私たちは日照時間が増え、光合成が盛んになり植生指

数が増加したのでないかと結論付けました。また、今後

は降水量や複数の地点のデータを比べ、より精密な結果

を出し、新たな課題を見つけたいと考えています。 
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